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第79号
香川県宇多津町うたづ議会だより

町政を問う「福祉タクシー券の変更は」ほか
委員会審議「コロナで苦しむ企業を応援」

3

4

１位おめでとう！１位おめでとう！

　
令
和
３
年
が
始
ま
り
ま
し
た
。
旧
年

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
国
難

の
年
で
あ
り
ま
し
た
が
、
国
民
と
し
て

思
い
や
る
心
が
よ
り
一
層
見
え
る
年
で

も
あ
り
ま
し
た
。

　
我
々
、
宇
多
津
町
議
会
議
員
と
し
て

少
し
で
も
町
民
に
寄
り
添
え
る
施
策
の

提
案
や
実
現
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か

と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
医
療
従
事
者
の
み
な
さ
ま

に
は
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
令
和
３
年
は
町
民
み
な
さ
ま
と
こ
の

国
難
を
耐
え
凌
ぎ
明
る
い
日
常
生
活
を

切
り
開
い
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
一
人
は
み
ん
な
の
た
め
に
、
み
ん
な

は
一
つ
の
目
的
の
た
め
に
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
港
　
一
紫
）

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委 

員 

長
　
大
黒
　
一
也

副
委
員
長
　
港
　
　
一
紫

委
　  

員
　
神
出
　
佳
宏

委
　  

員
　
水
本
冨
美
子

委
　  

員
　
西
本
　
祐
子

発
行
責
任
者

議
　  

長
　
宮
本
　
　
隆

表紙の説明表紙の説明
　１月９日(土)、寒風が吹く中、76名の小学生が参加
し、「第69回宇多津子どもロードレース大会」が開催
されました。
　１～４年生は、１キロメートル。５・６年生は、1.5
キロメートルを走りました。今年は、コロナウイルス
感染症予防のため、町内の宇多津小学校・北小学校児
童のみの参加となりましたが、この日まで一生懸命練
習してきた子供達は、たくさんの声援を受けながら、
元気よく最後まで精いっぱい走り抜きました。

　　　　　男子　　　　　　　　　　　　       女子

１年　 古林　　樹　(宇多津北小)　　　     藤田　さくら（宇多津北小）

２年　 木田　ノア　(宇多津北小)　　　  　多田　花鈴　（宇多津北小）

３年　 大北　章人　(宇多津北小)　　　　  坂村　穂舞   （宇多津小）

４年　 杉浦　蒼太　(宇多津北小)           　徳武　ひな　（宇多津北小）
 
５年　 綾田　吏玖　(宇多津北小)　　　　  谷岡　桃朱　（宇多津北小）

６年　 常井　康生　(宇多津小)              　今田　心々奈（宇多津小）

こばやし          いつき ふじ た

き　た た   だ　      か  りん

おおきた　   あき と さかむら　    す   い

すぎうら　  そう  た　 とくたけ

あや だ　      り   く　

つね い　     こうせい いま だ　      こ   こ   な

たにおか      もも あ
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定
例
会
報
告

臨
時
会
報
告

議
員
の
賛
否

町
政
を
問
う

審　議　案　件

議
　
　
　      

案

請
　
　
　
願

◯

◯

◯

　

議
長
は
可
否
同
数
の
時
の
み
、
裁
決
を
行
う

町政を問う町政を問う
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◯は賛成、×は反対、欠は欠席、△は採決退席

（一般質問の件名）

12
月
定
例
会

主
な
内
容

　
令
和
２
年
度
第
６
回
臨
時
議
会
は
令
和

２
年
11
月
30
日
の
１
日
限
り
で
開
催
さ
れ
、

議
案
３
件
を
審
議
し
ま
し
た
。
慎
重
に
審

議
し
た
結
果
、
原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
令
和
２
年
度
第
４
回
定
例
会
は
令
和
２
年
12
月
７
日
か
ら
14
日
ま
で
の
８
日
間
で
開
催
さ
れ
、
議
案
７

件
、
請
願
２
件
を
審
議
し
ま
し
た
。
慎
重
に
審
議
し
た
結
果
、
議
案
は
原
案
通
り
可
決
、
請
願
は
１
件
が

採
択
、
１
件
が
継
続
審
議
と
な
り
ま
し
た
。

11
月
臨
時
会

宇
多
津
町
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費
用

弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例                           

全
会
一
致
で
可
決

宇
多
津
町
長
、
副
町
長
及
び
教
育
長
の
給
与

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
全
会
一
致
で
可
決

宇
多
津
町
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
全
会
一
致
で
可
決

　
国
の
人
事
院
勧
告
に
基
づ
き
、
町
議
会
議
員
、

町
長
、
副
町
長
、
教
育
長
、
一
般
職
員
の
期
末
手

当
を
０
・
０
５
カ
月
分
引
き
下
げ
る
。

主
な
内
容

令
和
２
年
度
宇
多
津
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
８
号
）
（
５
０
１
３
万
円
） 

全
会
一
致
で
可
決

宇
多
津
町
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連
融
資
利
用

応
援
給
付
金
（
２
０
０
０
万
円
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
地
域
経
済
へ

の
影
響
の
長
期
化
が
見
込
ま
れ
る
中
、
事
業
継
続
を
支

援
す
る
た
め
、
民
間
の
信
用
保
証
付
き
融
資
や
政
府
系

融
資
を
受
け
た
町
内
事
業
者
に
10
万
円
を
支
給
す
る
。

申
請
期
限
は
令
和
３
年
３
月
５
日
ま
で
。
給
付
対
象
予

定
事
業
者
「
２
０
０
事
業
者
」

県
施
工
事
業
負
担
金
（
１
３
０
０
万
円
）

　
さ
ぬ
き
浜
街
道
新
宇
多
津
橋
か
ら「
ほ
っ
と
も
っ
と
」

交
差
点
手
前
ま
で
の
南
側
の
側
道
撤
去
費
用
の
負
担
金
。

尚
、
道
路
整
備
は
県
が
負
担
す
る
。

主
な
内
容

町議会議員の報酬・費用弁償等に関する条例の一部改正

町長・副町長・教育長の給与に関する条例の一部改正

町の一般職職員の給与に関する条例の一部改正

令和２年度　宇多津町一般会計補正予算（第８号）

令和２年度　介護保険特別会計補正予算（第２号）

令和２年度　後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）

国民健康保険税条例の一部改正

宇多津町長等の損害賠償責任の一部免責に関する条例
の制定

介護保険条例及び後期高齢者医療に関する条例の一部
改正

「所得税法第５６条の見直し」の意見書採択を求める 次回定例会までの継続審査

日本政府に「核兵器禁止条約の調印・批准をすることを
求める」意見書採択を求める

町行政手続きにおける特定の個人を識別するための
番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用
及び特定個人情報の提供に関する条例の一部改正　　　　　　　　　　　　　

・ゴミ収集車の現場事務所の整備を
　真剣に
・用水路の転落防止対策を適切に

・事故防止と事故現場対応は
・摂食障害への対処は

・子どもの育ちを地域で
・妊婦への支援を充実せよ

・体育館へのエアコン設置の進捗状況は
・３歳児健診の視力検査に機器導入を

・水族館開館後の周辺環境への影響は

・コミュニティバスの今後は
・少人数学級への移行は

井上　弘治

西本　祐子

濵中　保夫

大松喜次郎

藍川佳津樹

神出　佳宏

水本冨美子

港 　 一 紫

大黒 一也

・福祉タクシー券の変更は可能か ・宇多津町の税金の在り方、使い方は

・遊歩道を活かす健康志向の都市モデル

宇
多
津
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て
　
　
　
　
　               

全
会
一
致
で
可
決

　
国
の
政
令
改
正
に
伴
う
条
例
改
正
で
、
国
保
税
の
減
額
対

象
の
基
準
が
拡
大
さ
れ
、よ
り
多
く
の
方
が
減
額
の
対
象
に
な

る
よ
う
改
正
す
る
も
の
。

請
願
第
１
号
「
所
得
税
法
第
56
条
の
見
直
し
」
の
意
見

書
採
択
を
求
め
る
請
願
書
　
　
　
全
会
一
致
で
継
続
審
議

請
願
第
２
号
　
日
本
政
府
に
「
核
兵
器
禁
止
条
約
の
調

印
・
批
准
を
す
る
こ
と
を
求
め
る
」
意
見
書
採
択
を
求

め
る
請
願
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

賛
成
多
数
で
採
択
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事
業
負
担
金
（
１
３
０
０
万
円
）

　
さ
ぬ
き
浜
街
道
新
宇
多
津
橋
か
ら「
ほ
っ
と
も
っ
と
」

交
差
点
手
前
ま
で
の
南
側
の
側
道
撤
去
費
用
の
負
担
金
。

尚
、
道
路
整
備
は
県
が
負
担
す
る
。

主
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内
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番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用
及び特定個人情報の提供に関する条例の一部改正　　　　　　　　　　　　　

・ゴミ収集車の現場事務所の整備を
　真剣に
・用水路の転落防止対策を適切に

・事故防止と事故現場対応は
・摂食障害への対処は

・子どもの育ちを地域で
・妊婦への支援を充実せよ

・体育館へのエアコン設置の進捗状況は
・３歳児健診の視力検査に機器導入を

・水族館開館後の周辺環境への影響は

・コミュニティバスの今後は
・少人数学級への移行は

井上　弘治

西本　祐子

濵中　保夫

大松喜次郎

藍川佳津樹

神出　佳宏

水本冨美子

港 　 一 紫

大黒 一也

・福祉タクシー券の変更は可能か ・宇多津町の税金の在り方、使い方は
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宇
多
津
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て
　
　
　
　
　               

全
会
一
致
で
可
決

　
国
の
政
令
改
正
に
伴
う
条
例
改
正
で
、
国
保
税
の
減
額
対

象
の
基
準
が
拡
大
さ
れ
、よ
り
多
く
の
方
が
減
額
の
対
象
に
な

る
よ
う
改
正
す
る
も
の
。

請
願
第
１
号
「
所
得
税
法
第
56
条
の
見
直
し
」
の
意
見

書
採
択
を
求
め
る
請
願
書
　
　
　
全
会
一
致
で
継
続
審
議

請
願
第
２
号
　
日
本
政
府
に
「
核
兵
器
禁
止
条
約
の
調

印
・
批
准
を
す
る
こ
と
を
求
め
る
」
意
見
書
採
択
を
求

め
る
請
願
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

賛
成
多
数
で
採
択
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委
員
会
審
議

問

問

磯
崎
保
健
福
祉
課
長

谷
川
町
長

谷
川
町
長

一
般
質
問

ス
で
も
使
え
、
利
便
性
の
あ

る
券
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

　
ま
た
初
め
て
福
祉
タ
ク
シ

ー
券
を
申
請
す
る
に
あ
た
り

民
生
委
員
の
印
鑑
が
必
要
と

し
、
民
生
委
員
の
方
々
に
負

担
を
か
け
ず
に
直
接
担
当
課

に
申
請
す
る
方
法
は
可
能
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
現
在

コ
ミ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
に
つ
い

て
は
試
行
運
転
が
開
始
し
て

間
も
な
く
、
ま
た
令
和
５
年

９
月
末
ま
で
の
試
行
運
転
と

し
て
お
り
今
後
、
住
民
の
意

見
を
踏
ま
え
た
上
で
前
向
き

に
検
討
し
て
い
き
た
い
。
　

　
　
　
　
　
民
生
委
員
の
印

鑑
な
し
で
申
請
は
で
き
な
い

福
祉
タ
ク
シ
ー
券
の
変
更
は
可
能
か

保
健
福
祉
課
長

　住
民
の
意
見
を
踏
ま
え
た
上
で
前
向
き
に
検
討
し
て
い
き
た
い

町
長

　助
成
事
業
の
要
項
見
直
し
を
指
示
し
て
い
る

委員会審議

健康保険証の変更
　マイナンバーカードは保険証とし
て使えるようになるのか。
　令和３年３月から使えるようには
なるが、医療機関の中には対応でき
ないところが多くある。しばらくは
保険証を発行する。

健康増進課

健康増進課

Q

A

コロナで苦しむ企業を応援コロナで苦しむ企業を応援

マイナンバーカードの普及
　マイナンバーカードの普及は進ん
だのか。
　町では4500人の方が取得されて
いる。交付率は約21.5％（11／30
現在）である。

住民生活課

Q

A

コロナ関連融資応援給付金
　対象の企業は何社か。
　今回はセーフティネット保証など
の融資を利用している方が対象で、
159社がその保証認定を受けている。
それを踏まえて200社程度と見てい
る。

Q
A

　サービス業は苦しいと聞くが。
　香川県の経営者団体によるアンケ
ートでは売り上げは減っている。そ
の中で、求められている支援は、正
確・迅速な情報提供と柔軟な金融支
援となっていた。国の動向を見守り
たい。

Q
A

まちづくり課

　前回の時間短縮の協力金では何社
が応募したのか。
　95社が応じた。

Q

A

コロナ検査センター
　坂出市と宇多津町で共同のＰＣＲ
検査センターを設置しているが、今
まで何人が受けたのか。
　30名弱（12/９現在）が受けて
おり、陽性者は出ていない。

Q

A

　規模を拡大する可能性はあるのか。
　１日５名までで、それ以上は来て
いないため、拡大の予定はない。

Q
A

　
　
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
の
一

枚
５
０
０
円
を
24
枚
で
作
ら

れ
て
い
る
。
平
成
30
年
度
決

算
で
は
対
象
者
２
１
９
８
人
、

申
請
者
１
４
７
１
人
交
付
率

66
・
９
％
で
使
用
率
68
・
７

％
で
あ
る
。

　
令
和
２
年
10
月
２
日
よ
り

「
み
ん
な
の
お
で
か
け
バ
ス
」

の
運
行
が
始
ま
っ
た
。
こ
の

バ
ス
は
交
通
が
不
便
な
地
域

の
解
消
や
、
高
齢
者
等
の
交

通
手
段
を
確
保
す
る
た
め
、

宇
多
津
町
民
の
声
か
ら
生
ま

れ
た
コ
ミ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
で

あ
る
。
福
祉
タ
ク
シ
ー
５
０

０
円
券
を
一
枚
２
０
０
円
に

す
れ
ば
、
今
ま
で
タ
ク
シ
ー

し
か
使
え
な
か
っ
た
の
が
バ

　
　
　
　
　
私
の
方
か
ら
対

象
年
齢
75
歳
以
上
の
方
を
全

て
対
象
に
す
る
よ
う
な
緩
和

に
つ
い
て
は
の
検
討
を
前
向

　
　
３
月
議
会
で
同
僚
議
員

か
ら
75
歳
以
上
に
は
全
員
に

出
せ
ば
と
言
う
質
問
も
あ
り
、

こ
れ
は
条
例
で
は
な
く
要
項

な
の
で
、
多
少
は
変
え
ら
れ

る
と
思
う
が
そ
の
点
は
ど
う

か
。
　

　
　
　
要
望
と
し
て
、
議
会

の
ほ
う
で
話
し
合
い
、
結
論

を
早
く
出
し
た
い
と
思
う
。

き
に
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
３

月
議
会
で
答
弁
し
６
月
に
も

同
じ
質
問
が
あ
り
、
６
月
議

会
終
了
後
課
長
会
の
反
省
会

で
助
成
事
業
の
要
項
見
直
し

を
指
示
し
て
い
る
、
こ
の
事

案
に
つ
い
て
異
論
が
な
け
れ

ば
議
会
の
総
意
と
い
う
こ
と

で
理
解
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

要
項
の
見
直
し
に
着
手
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

か
と
い
う
質
問
で
あ
れ
ば
、

交
付
申
請
書
の
様
式
で
民
生

委
員
の
確
認
印
が
必
要
と
な

っ
て
お
り
、
民
生
委
員
の
印

鑑
の
な
い
も
の
は
受
付
で
き

な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

濵中　保夫　議員
はまなか　    やす お

要
望



4宇多津町議会だより No.795 宇多津町議会だより No.79

委
員
会
審
議

問

問

磯
崎
保
健
福
祉
課
長

谷
川
町
長

谷
川
町
長

一
般
質
問

ス
で
も
使
え
、
利
便
性
の
あ

る
券
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

　
ま
た
初
め
て
福
祉
タ
ク
シ

ー
券
を
申
請
す
る
に
あ
た
り

民
生
委
員
の
印
鑑
が
必
要
と

し
、
民
生
委
員
の
方
々
に
負

担
を
か
け
ず
に
直
接
担
当
課

に
申
請
す
る
方
法
は
可
能
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
現
在

コ
ミ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
に
つ
い

て
は
試
行
運
転
が
開
始
し
て

間
も
な
く
、
ま
た
令
和
５
年

９
月
末
ま
で
の
試
行
運
転
と

し
て
お
り
今
後
、
住
民
の
意

見
を
踏
ま
え
た
上
で
前
向
き

に
検
討
し
て
い
き
た
い
。
　

　
　
　
　
　
民
生
委
員
の
印

鑑
な
し
で
申
請
は
で
き
な
い

福
祉
タ
ク
シ
ー
券
の
変
更
は
可
能
か

保
健
福
祉
課
長

　住
民
の
意
見
を
踏
ま
え
た
上
で
前
向
き
に
検
討
し
て
い
き
た
い

町
長

　助
成
事
業
の
要
項
見
直
し
を
指
示
し
て
い
る

委員会審議

健康保険証の変更
　マイナンバーカードは保険証とし
て使えるようになるのか。
　令和３年３月から使えるようには
なるが、医療機関の中には対応でき
ないところが多くある。しばらくは
保険証を発行する。

健康増進課

健康増進課

Q

A

コロナで苦しむ企業を応援コロナで苦しむ企業を応援

マイナンバーカードの普及
　マイナンバーカードの普及は進ん
だのか。
　町では4500人の方が取得されて
いる。交付率は約21.5％（11／30
現在）である。

住民生活課

Q

A

コロナ関連融資応援給付金
　対象の企業は何社か。
　今回はセーフティネット保証など
の融資を利用している方が対象で、
159社がその保証認定を受けている。
それを踏まえて200社程度と見てい
る。

Q
A

　サービス業は苦しいと聞くが。
　香川県の経営者団体によるアンケ
ートでは売り上げは減っている。そ
の中で、求められている支援は、正
確・迅速な情報提供と柔軟な金融支
援となっていた。国の動向を見守り
たい。

Q
A

まちづくり課

　前回の時間短縮の協力金では何社
が応募したのか。
　95社が応じた。

Q

A

コロナ検査センター
　坂出市と宇多津町で共同のＰＣＲ
検査センターを設置しているが、今
まで何人が受けたのか。
　30名弱（12/９現在）が受けて
おり、陽性者は出ていない。

Q

A

　規模を拡大する可能性はあるのか。
　１日５名までで、それ以上は来て
いないため、拡大の予定はない。

Q
A

　
　
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
の
一

枚
５
０
０
円
を
24
枚
で
作
ら

れ
て
い
る
。
平
成
30
年
度
決

算
で
は
対
象
者
２
１
９
８
人
、

申
請
者
１
４
７
１
人
交
付
率

66
・
９
％
で
使
用
率
68
・
７

％
で
あ
る
。

　
令
和
２
年
10
月
２
日
よ
り

「
み
ん
な
の
お
で
か
け
バ
ス
」

の
運
行
が
始
ま
っ
た
。
こ
の

バ
ス
は
交
通
が
不
便
な
地
域

の
解
消
や
、
高
齢
者
等
の
交

通
手
段
を
確
保
す
る
た
め
、

宇
多
津
町
民
の
声
か
ら
生
ま

れ
た
コ
ミ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
で

あ
る
。
福
祉
タ
ク
シ
ー
５
０

０
円
券
を
一
枚
２
０
０
円
に

す
れ
ば
、
今
ま
で
タ
ク
シ
ー

し
か
使
え
な
か
っ
た
の
が
バ

　
　
　
　
　
私
の
方
か
ら
対

象
年
齢
75
歳
以
上
の
方
を
全

て
対
象
に
す
る
よ
う
な
緩
和

に
つ
い
て
は
の
検
討
を
前
向

　
　
３
月
議
会
で
同
僚
議
員

か
ら
75
歳
以
上
に
は
全
員
に

出
せ
ば
と
言
う
質
問
も
あ
り
、

こ
れ
は
条
例
で
は
な
く
要
項

な
の
で
、
多
少
は
変
え
ら
れ

る
と
思
う
が
そ
の
点
は
ど
う

か
。
　

　
　
　
要
望
と
し
て
、
議
会

の
ほ
う
で
話
し
合
い
、
結
論

を
早
く
出
し
た
い
と
思
う
。

き
に
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
３

月
議
会
で
答
弁
し
６
月
に
も

同
じ
質
問
が
あ
り
、
６
月
議

会
終
了
後
課
長
会
の
反
省
会

で
助
成
事
業
の
要
項
見
直
し

を
指
示
し
て
い
る
、
こ
の
事

案
に
つ
い
て
異
論
が
な
け
れ

ば
議
会
の
総
意
と
い
う
こ
と

で
理
解
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

要
項
の
見
直
し
に
着
手
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

か
と
い
う
質
問
で
あ
れ
ば
、

交
付
申
請
書
の
様
式
で
民
生

委
員
の
確
認
印
が
必
要
と
な

っ
て
お
り
、
民
生
委
員
の
印

鑑
の
な
い
も
の
は
受
付
で
き

な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

濵中　保夫　議員
はまなか　    やす お

要
望



67 宇多津町議会だより No.79宇多津町議会だより No.79

問問 一
般
質
問

一
般
質
問

浅
野
総
務
課
長

今
井
住
民
生
活
課
長

今
井
住
民
生
活
課
長

金
井
地
域
整
備
課
主
幹

再
質
問

問

古
川
ま
ち
づ
く
り
課
長

古
川
ま
ち
づ
く
り
課
長

再
質
問

　
　
事
務
所
は
老
朽
化
が
進

み
、
車
庫
の
北
側
に
は
水
が

勢
い
よ
く
流
れ
て
い
る
排
水

路
が
あ
り
、
古
い
ポ
ン
プ
が

設
置
さ
れ
て
い
る
。
非
常
電

源
が
な
く
、
く
ぼ
地
の
た
め
、

大
雨
な
ど
の
災
害
時
に
水
が

溜
り
、
ゴ
ミ
収
集
車
な
ど
が

使
え
な
く
な
る
と
感
じ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
事
務
所
な
ど

が
公
共
施
設
管
理
台
帳
に
な

用
水
路
の
転
落
防
止
対
策
を
適
切
に

地
域
整
備
課
主
幹

　地
元
水
利
組
合
等
々
と
協
議
の
上
進
め
た
い

ゴ
ミ
収
集
車
の
現
場
事
務
所
の
整
備
を
真
剣
に

住
民
生
活
課
長

　衛
生
施
設
な
ど
の
整
備
に
つ
い
て
は
検
討
し
た
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
事
故

件
数
は
中
等
症
案
件
が
４
件
、

軽
症
案
件
が
５
件
の
計
９
件

で
あ
る
。
策
定
さ
れ
た
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
い
て
次
年

度
以
降
「
危
険
度
・
重
要
度
」

が
高
い
箇
所
な
ど
を
中
心
に

効
果
的
な
対
策
を
検
討
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
衛
生
事

務
所
は
昭
和
58
年
の
火
災
で

建
て
替
え
ら
れ
た
。
ま
た
、

排
水
ポ
ン
プ
施
設
も
昭
和
52

年
に
２
基
設
置
し
た
が
、
予

備
電
源
も
な
く
老
朽
化
が
進

ん
で
い
る
。
平
成
25
年
に
ポ

ン
プ
施
設
な
ど
の
更
新
の
検

　
　
　
　
　
　
　
　
ポ
ン
プ

自
体
と
排
水
設
備
工
事
が
５

千
万
円
ず
つ
で
１
億
円
程
度

か
か
る
。
企
業
と
半
々
の
負

担
が
必
要
に
な
る
。
企
業
と

話
合
い
が
持
て
た
ら
持
っ
て

い
き
た
い
。

討
が
な
さ
れ
た
が
、
共
同
使

用
の
企
業
の
同
意
が
得
ら
れ

ず
に
修
繕
を
施
し
な
が
ら
稼

働
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
衛
生
事
務

所
を
固
定
資
産
台
帳
へ
反
映

す
る
と
と
も
に
、
災
害
共
済

保
険
に
加
入
す
べ
く
、
手
続

き
を
現
在
進
め
て
い
る
。

藍川　佳津樹　議員
あいかわ　     か   つ   き

大松　喜次郎　議員
だいまつ　　 き   じ ろう

く
、
火
災
保
険
に
入
っ
て
な

い
の
は
何
故
か
。

　
　
用
水
路
な
ど
へ
の
歩
行

者
や
自
転
車
の
転
落
事
故
が

香
川
県
で
多
発
し
て
い
る
。

市
道
や
町
道
に
つ
い
て
も
対

策
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
と

判
断
し
、
９
月
に
「
用
水
路

等
転
落
事
故
防
止
対
策
検
討

委
員
会
」
を
設
け
た
。
委
員

会
は
今
年
度
中
に
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
を
ま
と
め
、
そ
れ
ぞ
れ

の
機
関
が
そ
の
内
容
を
踏
ま

え
た
対
策
を
進
め
る
。
本
町

で
は
５
年
半
で
ど
れ
程
の
消

防
本
部
が
出
動
し
た
用
水
路

転
落
事
故
件
数
が
あ
っ
た
の

か
。
ま
た
、
南
部
地
区
で
は

用
水
路
近
く
の
宅
地
化
が
一

気
に
進
ん
で
い
る
が
、
ど
の

よ
う
な
手
順
で
進
め
る
の
か
。

　
　
　
　
企
業
と
は
、
話
合
い

が
で
き
な
い
状
況
な
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　

　
四
国
水
族
館
の
基
本
計
画

で
は
、
来
館
者
数
が
初
年
度

年
間
１
２
０
万
人
、
20
年
間

平
均
76･

８
万
人
。
地
域
経

済
波
及
効
果
55
億
円
の
見
込

み
。
こ
れ
を
も
と
に

①
来
館
者
は

　
６
月
　
７
万
人

　
７
月
　
８
万
人

　
８
月
　
10
万
人

　
９
月
　
９･

５
万
人

　
10
月
　
９･

７
万
人

　
11
月
　
９･

７
万
人
　

で
、
平
日
で
一
日
あ
た
り
２

〜
３
千
人
・
土
日
で
３
〜
５

千
人
の
状
況
。

②
経
済
の
動
き
は
、
入
込
み

客
数
で
施
設
の
差
は
あ
る
が
、

水
族
館
開
館
後
の
周
辺
環
境
へ
の
影
響
は

ま
ち
づ
く
り
課
長

　住
民
の
苦
情
は
６
月
再
開
後
は
殆
ど
無
い
状
況
　

　
　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
で
、
大
幅
に
オ
ー
プ
ン
が

遅
れ
た
水
族
館
。
期
待
を
持

っ
て
誘
致
し
た
町
と
し
て
も

気
に
な
る
と
こ
ろ
だ
。

　
水
族
館
が
オ
ー
プ
ン
し
て

以
来
の

①
水
族
館
の
来
館
者
数
。

②
周
辺
商
業
施
設
の
経
済
の

動
き
。

③
住
民
か
ら
の
苦
情
な
ど
の

報
告
の
有
無
。

④
水
族
館
専
用
の
有
料
駐
車

場
の
利
用
状
況
。

⑤
臨
海
公
園
の
迷
惑
駐
車
の

状
況
。

に
つ
い
て
町
が
把
握
し
て
い

る
実
績
や
近
況
を
伺
う
。

　
　
　
　
水
族
館
開
館
に
よ

る
「
光
と
陰
」
は
幸
か
不
幸

か
コ
ロ
ナ
禍
で
薄
ま
っ
た
感

が
あ
る
が
、
近
い
将
来
、
平

常
時
で
の
交
通
量
変
化
な
ど

の
調
査
や
水
族
館
側
と
の
連

携
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
誘
致
決
定
以
後
、
町
と
水

族
館
は
連
携
し
て
「
水
族
館

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
を

立
ち
上
げ
、
開
館
に
こ
ぎ
つ

け
た
。
今
後
は
定
期
的
に
連

絡
会
を
持
ち
、
水
族
館
は
勿

論
、
町
内
周
辺
、
ひ
い
て
は

香
川
・
四
国
の
活
性
化
に
も

つ
な
が
る
よ
う
、
連
携
を
と

っ
て
行
き
た
い
。

前
年
比
３
割
程
度
ア
ッ
プ
。

③
住
民
の
苦
情
は
当
初
コ
ロ

ナ
感
染
へ
の
不
安
に
関
す
る

問
い
合
わ
せ
が
90
件
ほ
ど
。

６
月
再
開
後
は
殆
ど
無
い
状

況
。

④
水
族
館
専
用
有
料
駐
車
場

は
平
日
２
０
０
台
、
土
日
５

０
０
〜
６
０
０
台
で
不
足
の

問
題
は
な
い
。

⑤
臨
海
公
園
の
駐
車
場
は
、

水
族
館
に
よ
り
公
園
入
り
口

に
誘
導
看
板
設
置
や
土
日
祝

日
等
に
は
交
通
誘
導
員
を
配

し
て
い
る
。
迷
惑
駐
車
の
定

義
は
難
し
い
が
、
町
で
は
利

用
台
数
、
う
ち
県
外
車
の
調

査
を
し
、
注
視
し
て
い
る
。
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問問 一
般
質
問

一
般
質
問

浅
野
総
務
課
長

今
井
住
民
生
活
課
長

今
井
住
民
生
活
課
長

金
井
地
域
整
備
課
主
幹

再
質
問

問

古
川
ま
ち
づ
く
り
課
長

古
川
ま
ち
づ
く
り
課
長

再
質
問

　
　
事
務
所
は
老
朽
化
が
進

み
、
車
庫
の
北
側
に
は
水
が

勢
い
よ
く
流
れ
て
い
る
排
水

路
が
あ
り
、
古
い
ポ
ン
プ
が

設
置
さ
れ
て
い
る
。
非
常
電

源
が
な
く
、
く
ぼ
地
の
た
め
、

大
雨
な
ど
の
災
害
時
に
水
が

溜
り
、
ゴ
ミ
収
集
車
な
ど
が

使
え
な
く
な
る
と
感
じ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
事
務
所
な
ど

が
公
共
施
設
管
理
台
帳
に
な

用
水
路
の
転
落
防
止
対
策
を
適
切
に

地
域
整
備
課
主
幹

　地
元
水
利
組
合
等
々
と
協
議
の
上
進
め
た
い

ゴ
ミ
収
集
車
の
現
場
事
務
所
の
整
備
を
真
剣
に

住
民
生
活
課
長

　衛
生
施
設
な
ど
の
整
備
に
つ
い
て
は
検
討
し
た
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
事
故

件
数
は
中
等
症
案
件
が
４
件
、

軽
症
案
件
が
５
件
の
計
９
件

で
あ
る
。
策
定
さ
れ
た
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
い
て
次
年

度
以
降
「
危
険
度
・
重
要
度
」

が
高
い
箇
所
な
ど
を
中
心
に

効
果
的
な
対
策
を
検
討
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
衛
生
事

務
所
は
昭
和
58
年
の
火
災
で

建
て
替
え
ら
れ
た
。
ま
た
、

排
水
ポ
ン
プ
施
設
も
昭
和
52

年
に
２
基
設
置
し
た
が
、
予

備
電
源
も
な
く
老
朽
化
が
進

ん
で
い
る
。
平
成
25
年
に
ポ

ン
プ
施
設
な
ど
の
更
新
の
検

　
　
　
　
　
　
　
　
ポ
ン
プ

自
体
と
排
水
設
備
工
事
が
５

千
万
円
ず
つ
で
１
億
円
程
度

か
か
る
。
企
業
と
半
々
の
負

担
が
必
要
に
な
る
。
企
業
と

話
合
い
が
持
て
た
ら
持
っ
て

い
き
た
い
。

討
が
な
さ
れ
た
が
、
共
同
使

用
の
企
業
の
同
意
が
得
ら
れ

ず
に
修
繕
を
施
し
な
が
ら
稼

働
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
衛
生
事
務

所
を
固
定
資
産
台
帳
へ
反
映

す
る
と
と
も
に
、
災
害
共
済

保
険
に
加
入
す
べ
く
、
手
続

き
を
現
在
進
め
て
い
る
。

藍川　佳津樹　議員
あいかわ　     か   つ   き

大松　喜次郎　議員
だいまつ　　 き   じ ろう

く
、
火
災
保
険
に
入
っ
て
な

い
の
は
何
故
か
。

　
　
用
水
路
な
ど
へ
の
歩
行

者
や
自
転
車
の
転
落
事
故
が

香
川
県
で
多
発
し
て
い
る
。

市
道
や
町
道
に
つ
い
て
も
対

策
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
と

判
断
し
、
９
月
に
「
用
水
路

等
転
落
事
故
防
止
対
策
検
討

委
員
会
」
を
設
け
た
。
委
員

会
は
今
年
度
中
に
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
を
ま
と
め
、
そ
れ
ぞ
れ

の
機
関
が
そ
の
内
容
を
踏
ま

え
た
対
策
を
進
め
る
。
本
町

で
は
５
年
半
で
ど
れ
程
の
消

防
本
部
が
出
動
し
た
用
水
路

転
落
事
故
件
数
が
あ
っ
た
の

か
。
ま
た
、
南
部
地
区
で
は

用
水
路
近
く
の
宅
地
化
が
一

気
に
進
ん
で
い
る
が
、
ど
の

よ
う
な
手
順
で
進
め
る
の
か
。

　
　
　
　
企
業
と
は
、
話
合
い

が
で
き
な
い
状
況
な
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　

　
四
国
水
族
館
の
基
本
計
画

で
は
、
来
館
者
数
が
初
年
度

年
間
１
２
０
万
人
、
20
年
間

平
均
76･

８
万
人
。
地
域
経

済
波
及
効
果
55
億
円
の
見
込

み
。
こ
れ
を
も
と
に

①
来
館
者
は

　
６
月
　
７
万
人

　
７
月
　
８
万
人

　
８
月
　
10
万
人

　
９
月
　
９･

５
万
人

　
10
月
　
９･

７
万
人

　
11
月
　
９･

７
万
人
　

で
、
平
日
で
一
日
あ
た
り
２

〜
３
千
人
・
土
日
で
３
〜
５

千
人
の
状
況
。

②
経
済
の
動
き
は
、
入
込
み

客
数
で
施
設
の
差
は
あ
る
が
、

水
族
館
開
館
後
の
周
辺
環
境
へ
の
影
響
は

ま
ち
づ
く
り
課
長

　住
民
の
苦
情
は
６
月
再
開
後
は
殆
ど
無
い
状
況
　

　
　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
で
、
大
幅
に
オ
ー
プ
ン
が

遅
れ
た
水
族
館
。
期
待
を
持

っ
て
誘
致
し
た
町
と
し
て
も

気
に
な
る
と
こ
ろ
だ
。

　
水
族
館
が
オ
ー
プ
ン
し
て

以
来
の

①
水
族
館
の
来
館
者
数
。

②
周
辺
商
業
施
設
の
経
済
の

動
き
。

③
住
民
か
ら
の
苦
情
な
ど
の

報
告
の
有
無
。

④
水
族
館
専
用
の
有
料
駐
車

場
の
利
用
状
況
。

⑤
臨
海
公
園
の
迷
惑
駐
車
の

状
況
。

に
つ
い
て
町
が
把
握
し
て
い

る
実
績
や
近
況
を
伺
う
。

　
　
　
　
水
族
館
開
館
に
よ

る
「
光
と
陰
」
は
幸
か
不
幸

か
コ
ロ
ナ
禍
で
薄
ま
っ
た
感

が
あ
る
が
、
近
い
将
来
、
平

常
時
で
の
交
通
量
変
化
な
ど

の
調
査
や
水
族
館
側
と
の
連

携
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
誘
致
決
定
以
後
、
町
と
水

族
館
は
連
携
し
て
「
水
族
館

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
を

立
ち
上
げ
、
開
館
に
こ
ぎ
つ

け
た
。
今
後
は
定
期
的
に
連

絡
会
を
持
ち
、
水
族
館
は
勿

論
、
町
内
周
辺
、
ひ
い
て
は

香
川
・
四
国
の
活
性
化
に
も

つ
な
が
る
よ
う
、
連
携
を
と

っ
て
行
き
た
い
。

前
年
比
３
割
程
度
ア
ッ
プ
。

③
住
民
の
苦
情
は
当
初
コ
ロ

ナ
感
染
へ
の
不
安
に
関
す
る

問
い
合
わ
せ
が
90
件
ほ
ど
。

６
月
再
開
後
は
殆
ど
無
い
状

況
。

④
水
族
館
専
用
有
料
駐
車
場

は
平
日
２
０
０
台
、
土
日
５

０
０
〜
６
０
０
台
で
不
足
の

問
題
は
な
い
。

⑤
臨
海
公
園
の
駐
車
場
は
、

水
族
館
に
よ
り
公
園
入
り
口

に
誘
導
看
板
設
置
や
土
日
祝

日
等
に
は
交
通
誘
導
員
を
配

し
て
い
る
。
迷
惑
駐
車
の
定

義
は
難
し
い
が
、
町
で
は
利

用
台
数
、
う
ち
県
外
車
の
調

査
を
し
、
注
視
し
て
い
る
。
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問 問問 問古
川
ま
ち
づ
く
り
課
長

古
川
ま
ち
づ
く
り
課
長

中
谷
教
育
次
長

一
般
質
問

一
般
質
問

再
質
問

再
質
問

谷
川
町
長

谷
川
町
長

井
原
健
康
増
進
課
長

　
　
昨
年
９
月
議
会
で
避
難

所
と
な
る
体
育
館
へ
の
エ
ア

コ
ン
設
置
に
つ
い
て
質
問
し

た
が
、
町
長
か
ら
の
答
弁
は
、

広
域
避
難
へ
の
空
調
施
設
の

必
要
性
は
十
分
認
識
し
て
い

る
。
緊
防
債
や
新
た
な
補
助

金
の
活
用
が
出
来
る
様
、
早

急
に
予
算
の
協
議
と
内
容
を

体
育
館
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
の
進
捗
状
況
は

町
長

　令
和
４
年
度
に
整
備
工
事
に
着
手
す
る

３
歳
児
健
診
の
視
力
検
査
に
機
器
導
入
を

健
康
増
進
課
長

　多
角
的
な
判
断
の
も
と
検
討
し
た
い

　
　
９
月
議
会
で
は
、
30
人

学
級
へ
の
移
行
は
国
の
法
律
、

県
の
教
職
員
確
保
が
な
い
と

難
し
い
と
い
う
答
弁
だ
っ
た

が
、
国
が
30
人
学
級
に
向
け

少
人
数
学
級
へ
の
移
行
は

教
育
次
長

　法
整
備
や
教
員
確
保
の
課
題
が
あ
り
、
特
段
の
変
更
は
な
い

調
査
研
究
し
検
討
し
て
行
く
。

早
く
設
置
出
来
れ
ば
と
思
っ

て
い
る
。
と
の
答
弁
で
あ
っ

た
。
現
在
の
進
捗
状
況
を
伺

う
。

　
　
弱
視
と
は
、
眼
鏡
や
コ

ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
で
矯
正
し

て
も
視
力
が
出
な
い
状
態
の

こ
と
で
、
早
期
発
見
、
治
療

す
る
事
が
重
要
。
４
歳
以
下

で
治
療
を
開
始
す
る
こ
と
で
、

子
供
の
弱
視
の
95
％
が
改
善

す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
３

歳
児
健
診
に
つ
い
て
は
、
日

本
小
児
眼
科
学
会
で
は
視
力

検
査
に
加
え
て
、
フ
ォ
ト
ス

ク
リ
ー
ナ
ー
を
用
い
た
屈
折

検
査
の
実
施
を
推
奨
し
て
い

る
。
こ
の
機
器
は
、
屈
折
異

常
や
斜
視
な
ど
の
、
両
目
の

状
態
を
発
見
す
る
ス
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
の
効
果
も
高
く
、
数

秒
で
負
担
も
な
く
検
査
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
、
成
功
率

は
97
％
。
３
歳
児
健
診
の
視

　
　
　
　
　
厳
し
い
財
政
状

況
で
は
あ
る
が
整
備
に
着
手

す
る
。
こ
れ
ま
で
調
査
研
究

　
　
　
　
　
新
年
度
に
設
計

す
る
時
、
熱
源
を
決
定
す
る
。フォトスクリーナー

水本　冨美子　議員
みずもと       ふ　み　こ

し
た
内
容
を
精
査
し
、
令
和

３
年
度
に
宇
多
津
小
学
校
の

町
民
体
育
館
、
北
小
学
校
の

体
育
館
の
設
計
を
し
、
令
和

４
年
度
に
エ
ア
コ
ン
の
設
置

工
事
に
取
り
掛
か
り
た
い
と

考
え
て
い
る
。
補
助
金
、
交

付
金
の
有
効
な
活
用
を
念
頭

に
進
め
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
交
通

弱
者
の
移
動
支
援
と
し
て
、

平
成
13
年
以
降
福
祉
タ
ク
シ

ー
チ
ケ
ッ
ト
配
布
を
実
施
し

て
い
る
状
況
下
で
、
住
民
や

町
議
会
か
ら
幾
度
と
な
く
要

望
が
あ
り
、
昨
年
度
か
ら
地

域
公
共
交
通
会
議
で
協
議
、

承
認
の
上
、
試
行
運
行
を
始

め
た
。

　
乗
降
デ
ー
タ
は
設
置
し
て

い
る
停
留
所
の
必
要
性
、
運

行
ル
ー
ト
の
検
証
の
た
め
、

停
留
所
ご
と
の
乗
降
数
、
利

用
料
金
別
や
回
数
券
の
利
用

人
数
、
乗
り
換
え
利
用
人
数

や
バ
ス
の
出
発
、
到
着
時
間

　
　
　
　
　
　
　
現
時
点
で

は
、
国
の
基
準
、
県
独
自
の

上
乗
せ
で
小
学
校
１
年
生
か

ら
４
年
生
、
中
学
校
１
年
生

ま
で
35
人
以
下
の
学
級
に
変

て
法
改
正
の
動
き
が
出
て
き

て
い
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
た

現
時
点
で
の
町
の
方
針
は
。

　
　
試
行
運
行
を
開
始
し
て

２
か
月
経
ち
、
す
で
に
町
民

か
ら
様
々
な
要
望
が
聞
こ
え

て
く
る
。
試
行
運
行
の
デ
ー

タ
を
ど
の
よ
う
に
活
用
す
る

予
定
か
。

神出　佳宏　議員
かん で　　 よしひろ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
の
今
後
は

ま
ち
づ
く
り
課
長

　停
留
所
や
運
行
ル
ー
ト
の
検
証
を
行
い
協
議
し
て
い
く

　
　
　
　
停
留
所
や
運
行
ル

ー
ト
と
い
っ
た
利
便
性
の
改

善
に
対
す
る
課
題
や
試
行
運

行
の
今
後
の
方
針
、
本
格
運

行
に
向
け
て
の
条
件
は
。

　
　
　
　
熱
源
は
、
ど
の
様

に
お
考
え
か
伺
う
。

更
は
な
い
。
さ
ら
な
る
少
人

数
学
級
の
実
現
に
は
法
整
備

や
教
員
確
保
の
課
題
が
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
運
行

ル
ー
ト
な
ど
に
つ
い
て
は
、

地
域
公
共
交
通
会
議
で
の
協

議
・
承
認
事
項
で
あ
り
、
乗

降
数
な
ど
の
実
績
デ
ー
タ
や

ニ
ー
ズ
な
ど
を
も
と
に
検
討

い
た
だ
く
。
本
格
運
行
に
つ

い
て
も
デ
ー
タ
や
ア
ン
ケ
ー

ト
、
費
用
対
効
果
も
含
め
て
、

公
共
交
通
会
議
の
協
議
、
ま

た
議
会
で
の
意
見
、
協
議
も

必
要
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
歳

児
健
診
の
視
力
検
査
に
お
い

て
、
フ
ォ
ト
ス
ク
リ
ー
ナ
ー

の
導
入
に
つ
い
て
は
、
現
時

点
で
、
見
落
と
し
の
発
生
が

な
い
と
思
わ
れ
る
事
を
踏
ま

の
実
績
デ
ー
タ
を
取
る
予
定

で
あ
る
。

力
検
査
に
、
フ
ォ
ト
ス
ク
リ

ー
ナ
ー
を
導
入
す
る
お
考
え

が
あ
る
か
伺
う
。

え
、
多
角
的
な
判
断
の
も
と
、

導
入
の
要
否
に
つ
い
て
検
討

し
て
行
く
。
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問 問問 問古
川
ま
ち
づ
く
り
課
長

古
川
ま
ち
づ
く
り
課
長

中
谷
教
育
次
長

一
般
質
問

一
般
質
問

再
質
問

再
質
問

谷
川
町
長

谷
川
町
長

井
原
健
康
増
進
課
長

　
　
昨
年
９
月
議
会
で
避
難

所
と
な
る
体
育
館
へ
の
エ
ア

コ
ン
設
置
に
つ
い
て
質
問
し

た
が
、
町
長
か
ら
の
答
弁
は
、

広
域
避
難
へ
の
空
調
施
設
の

必
要
性
は
十
分
認
識
し
て
い

る
。
緊
防
債
や
新
た
な
補
助

金
の
活
用
が
出
来
る
様
、
早

急
に
予
算
の
協
議
と
内
容
を

体
育
館
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
の
進
捗
状
況
は

町
長

　令
和
４
年
度
に
整
備
工
事
に
着
手
す
る

３
歳
児
健
診
の
視
力
検
査
に
機
器
導
入
を

健
康
増
進
課
長

　多
角
的
な
判
断
の
も
と
検
討
し
た
い

　
　
９
月
議
会
で
は
、
30
人

学
級
へ
の
移
行
は
国
の
法
律
、

県
の
教
職
員
確
保
が
な
い
と

難
し
い
と
い
う
答
弁
だ
っ
た

が
、
国
が
30
人
学
級
に
向
け

少
人
数
学
級
へ
の
移
行
は

教
育
次
長

　法
整
備
や
教
員
確
保
の
課
題
が
あ
り
、
特
段
の
変
更
は
な
い

調
査
研
究
し
検
討
し
て
行
く
。

早
く
設
置
出
来
れ
ば
と
思
っ

て
い
る
。
と
の
答
弁
で
あ
っ

た
。
現
在
の
進
捗
状
況
を
伺

う
。

　
　
弱
視
と
は
、
眼
鏡
や
コ

ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
で
矯
正
し

て
も
視
力
が
出
な
い
状
態
の

こ
と
で
、
早
期
発
見
、
治
療

す
る
事
が
重
要
。
４
歳
以
下

で
治
療
を
開
始
す
る
こ
と
で
、

子
供
の
弱
視
の
95
％
が
改
善

す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
３

歳
児
健
診
に
つ
い
て
は
、
日

本
小
児
眼
科
学
会
で
は
視
力

検
査
に
加
え
て
、
フ
ォ
ト
ス

ク
リ
ー
ナ
ー
を
用
い
た
屈
折

検
査
の
実
施
を
推
奨
し
て
い

る
。
こ
の
機
器
は
、
屈
折
異

常
や
斜
視
な
ど
の
、
両
目
の

状
態
を
発
見
す
る
ス
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
の
効
果
も
高
く
、
数

秒
で
負
担
も
な
く
検
査
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
、
成
功
率

は
97
％
。
３
歳
児
健
診
の
視

　
　
　
　
　
厳
し
い
財
政
状

況
で
は
あ
る
が
整
備
に
着
手

す
る
。
こ
れ
ま
で
調
査
研
究

　
　
　
　
　
新
年
度
に
設
計

す
る
時
、
熱
源
を
決
定
す
る
。フォトスクリーナー

水本　冨美子　議員
みずもと       ふ　み　こ

し
た
内
容
を
精
査
し
、
令
和

３
年
度
に
宇
多
津
小
学
校
の

町
民
体
育
館
、
北
小
学
校
の

体
育
館
の
設
計
を
し
、
令
和

４
年
度
に
エ
ア
コ
ン
の
設
置

工
事
に
取
り
掛
か
り
た
い
と

考
え
て
い
る
。
補
助
金
、
交

付
金
の
有
効
な
活
用
を
念
頭

に
進
め
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
交
通

弱
者
の
移
動
支
援
と
し
て
、

平
成
13
年
以
降
福
祉
タ
ク
シ

ー
チ
ケ
ッ
ト
配
布
を
実
施
し

て
い
る
状
況
下
で
、
住
民
や

町
議
会
か
ら
幾
度
と
な
く
要

望
が
あ
り
、
昨
年
度
か
ら
地

域
公
共
交
通
会
議
で
協
議
、

承
認
の
上
、
試
行
運
行
を
始

め
た
。

　
乗
降
デ
ー
タ
は
設
置
し
て

い
る
停
留
所
の
必
要
性
、
運

行
ル
ー
ト
の
検
証
の
た
め
、

停
留
所
ご
と
の
乗
降
数
、
利

用
料
金
別
や
回
数
券
の
利
用

人
数
、
乗
り
換
え
利
用
人
数

や
バ
ス
の
出
発
、
到
着
時
間

　
　
　
　
　
　
　
現
時
点
で

は
、
国
の
基
準
、
県
独
自
の

上
乗
せ
で
小
学
校
１
年
生
か

ら
４
年
生
、
中
学
校
１
年
生

ま
で
35
人
以
下
の
学
級
に
変

て
法
改
正
の
動
き
が
出
て
き

て
い
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
た

現
時
点
で
の
町
の
方
針
は
。

　
　
試
行
運
行
を
開
始
し
て

２
か
月
経
ち
、
す
で
に
町
民

か
ら
様
々
な
要
望
が
聞
こ
え

て
く
る
。
試
行
運
行
の
デ
ー

タ
を
ど
の
よ
う
に
活
用
す
る

予
定
か
。

神出　佳宏　議員
かん で　　 よしひろ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
の
今
後
は

ま
ち
づ
く
り
課
長

　停
留
所
や
運
行
ル
ー
ト
の
検
証
を
行
い
協
議
し
て
い
く

　
　
　
　
停
留
所
や
運
行
ル

ー
ト
と
い
っ
た
利
便
性
の
改

善
に
対
す
る
課
題
や
試
行
運

行
の
今
後
の
方
針
、
本
格
運

行
に
向
け
て
の
条
件
は
。

　
　
　
　
熱
源
は
、
ど
の
様

に
お
考
え
か
伺
う
。

更
は
な
い
。
さ
ら
な
る
少
人

数
学
級
の
実
現
に
は
法
整
備

や
教
員
確
保
の
課
題
が
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
運
行

ル
ー
ト
な
ど
に
つ
い
て
は
、

地
域
公
共
交
通
会
議
で
の
協

議
・
承
認
事
項
で
あ
り
、
乗

降
数
な
ど
の
実
績
デ
ー
タ
や

ニ
ー
ズ
な
ど
を
も
と
に
検
討

い
た
だ
く
。
本
格
運
行
に
つ

い
て
も
デ
ー
タ
や
ア
ン
ケ
ー

ト
、
費
用
対
効
果
も
含
め
て
、

公
共
交
通
会
議
の
協
議
、
ま

た
議
会
で
の
意
見
、
協
議
も

必
要
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
歳

児
健
診
の
視
力
検
査
に
お
い

て
、
フ
ォ
ト
ス
ク
リ
ー
ナ
ー

の
導
入
に
つ
い
て
は
、
現
時

点
で
、
見
落
と
し
の
発
生
が

な
い
と
思
わ
れ
る
事
を
踏
ま

の
実
績
デ
ー
タ
を
取
る
予
定

で
あ
る
。

力
検
査
に
、
フ
ォ
ト
ス
ク
リ

ー
ナ
ー
を
導
入
す
る
お
考
え

が
あ
る
か
伺
う
。

え
、
多
角
的
な
判
断
の
も
と
、

導
入
の
要
否
に
つ
い
て
検
討

し
て
行
く
。
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問 一
般
質
問

一
般
質
問

問 問

中
谷
教
育
次
長

浅
野
総
務
課
長

谷
川
町
長

谷
川
町
長

川
田
税
務
課
長

再
質
問

教
育
次
長

　異
常
の
あ
る
数
値
は
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る

　
　
日
本
を
取
り
巻
く
税
環

境
は
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て

い
る
。
税
の
公
平
性
が
保
た

れ
て
い
る
の
か
、
い
ま
だ
私

自
身
把
握
で
き
て
い
な
い
。

税
金
を
納
め
る
側
、
税
金
を

使
う
側
、
ど
ち
ら
も
我
々
選

挙
で
選
ば
れ
た
者
が
徴
収
、

執
行
を
決
め
て
い
る
。
宇
多

津
町
と
し
て
の
税
金
の
在
り

方
、
使
い
方
の
お
考
え
を
お

聞
き
し
た
い
。

宇
多
津
町
の
税
金
の
在
り
方
、
使
い
方
は

町
長

　所
管
課
に
お
い
て
適
正
な
執
行
に
努
め
て
い
る

税
務
課
長

　税
金
と
は
社
会
の
会
費
で
あ
り
、
貴
重
な
自
主
財
源

　
　
　
　
臨
時
交
付
金
の
算

定
に
不
満
が
あ
る
が
、
町
と

し
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。

　
　
　
　
　
地
方
自
治
法
第

１
条
の
２
第
１
項
で
は
、
地

方
公
共
団
体
は
住
民
の
福
祉

の
増
進
を
図
る
こ
と
を
基
本

みなと　 かず  し

港　一紫　議員大黒　一也　議員
だいこく　    かず や

　
　
摂
食
障
害
は
食
事
の
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
を
失
う
病
気

で
、
10
代
に
は
神
経
性
や
せ

症
、
20
代
に
は
神
経
性
過
食

症
が
多
く
、
女
性
が
９
割
を

占
め
、
最
近
で
は
男
性
の
摂

食
障
害
も
増
え
、
今
で
は
小

学
生
か
ら
中
高
生
の
間
に
広

摂
食
障
害
へ
の
対
処
は

事
故
防
止
と
事
故
現
場
対
応
は

総
務
課
長

　研
修
会
な
ど
を
開
催
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る

　
　
事
故
は
偶
発
的
、
相
手

の
過
失
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な

要
因
が
。
事
故
を
起
こ
す
と
、

自
分
の
過
失
が
あ
る
に
せ
よ

な
い
に
せ
よ
、
不
可
抗
力
に

近
い
も
の
で
も
、
小
さ
い
事

故
で
も
、
起
こ
し
た
事
故
は

事
実
で
あ
り
、
精
神
的
な
シ

ョ
ッ
ク
を
受
け
る
。
特
に
、

　
　
　
　
　
　
　
学
校
現
場
で

突
然
、
そ
の
よ
う
な
事
態
が
発

生
す
る
ど
う
か
は
判
断
で
き
な

い
が
、
摂
食
障
害
が
疑
わ
れ
る

こ
と
が
あ
れ
ば
、
家
庭
や
学
校

医
、
更
に
は
専
門
家
と
の
連
携

を
取
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ

る
。
学
校
で
は
、
毎
年
全
員
が

　
　
　
　
　
　
　
現
在
は
、

職
員
を
対
象
と
す
る
研
修
は

実
施
し
て
い
な
い
の
で
、
今

後
、
事
故
防
止
の
一
層
の
取

組
み
と
し
て
、
研
修
会
な
ど

を
開
催
で
き
れ
ば
と
考
え
て

い
る
。

　
事
故
現
場
対
応
の
指
導
に

つ
い
て
は
、
運
転
さ
れ
る
方

公
用
車
で
の
事
故
と
な
る
と
、

住
民
の
捉
え
方
が
厳
し
い
見

方
が
あ
り
、
厳
し
く
言
わ
れ

る
。

　
職
員
の
事
故
防
止
に
つ
い

て
の
研
修
会
、
事
故
現
場
で

の
対
応
は
ど
の
様
に
指
導
、

取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。

と
し
て
、
行
政
を
自
主
的
か

つ
総
合
的
に
実
施
す
る
と
規

定
さ
れ
て
い
る
。
所
管
課
に

お
い
て
適
正
な
執
行
に
努
め

て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
税
金
と
は

住
民
が
少
し
ず
つ
お
金
を
出

し
合
う
社
会
の
会
費
で
あ
り
、

町
が
各
種
事
業
を
実
施
し
、

住
民
の
暮
ら
し
を
支
え
、
豊

か
な
も
の
に
す
る
た
め
の
貴

重
な
自
主
財
源
。

が
り
注
目
を
集
め
る
よ
う
に

な
っ
て
き
た
。

　
無
理
な
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
よ

る
障
害
が
疑
わ
れ
る
児
童
生

徒
へ
の
対
処
方
法
は
ど
の
よ

う
に
さ
れ
て
い
る
の
か
。
過

去
に
確
認
さ
れ
た
の
か
。

定
期
健
康
診
断
の
身
体
測
定
を

受
け
て
お
り
、
極
端
に
異
常
の

あ
る
数
値
は
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て

い
る
。
こ
こ
数
年
の
間
、
学
校

生
活
に
支
障
の
出
る
報
告
は
あ

り
ま
せ
ん
。

の
共
通
認
識
で
あ
る
。

　
第
１
に
、
救
急
通
報
な
ど

け
が
人
を
救
護
す
る
。

　
第
２
に
、
二
次
的
な
被
害

防
止
の
た
め
車
な
ど
を
安
全

な
場
所
に
移
動

　
第
３
に
、
警
察
へ
の
連
絡
。

　
そ
の
後
、
必
ず
役
場
「
上

司
、
総
務
課
長
」
へ
報
告
す

る
よ
う
随
時
指
導
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
我
が
町
は
財
政
力

が
高
い
の
で
地
方
創
生
臨
時
交

付
金
も
厳
し
い
も
の
が
あ
る
。

我
々
も
そ
の
声
を
国
の
ほ
う
に

伝
え
て
い
く
。
執
行
部
、
議
会

が
一
致
団
結
し
て
町
政
運
営
を

行
い
た
い
。
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問 一
般
質
問

一
般
質
問

問 問

中
谷
教
育
次
長

浅
野
総
務
課
長

谷
川
町
長

谷
川
町
長

川
田
税
務
課
長

再
質
問

教
育
次
長

　異
常
の
あ
る
数
値
は
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る

　
　
日
本
を
取
り
巻
く
税
環

境
は
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て

い
る
。
税
の
公
平
性
が
保
た

れ
て
い
る
の
か
、
い
ま
だ
私

自
身
把
握
で
き
て
い
な
い
。

税
金
を
納
め
る
側
、
税
金
を

使
う
側
、
ど
ち
ら
も
我
々
選

挙
で
選
ば
れ
た
者
が
徴
収
、

執
行
を
決
め
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い
る
。
宇
多

津
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て
の
税
金
の
在
り

方
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使
い
方
の
お
考
え
を
お

聞
き
し
た
い
。

宇
多
津
町
の
税
金
の
在
り
方
、
使
い
方
は

町
長

　所
管
課
に
お
い
て
適
正
な
執
行
に
努
め
て
い
る

税
務
課
長

　税
金
と
は
社
会
の
会
費
で
あ
り
、
貴
重
な
自
主
財
源

　
　
　
　
臨
時
交
付
金
の
算

定
に
不
満
が
あ
る
が
、
町
と

し
て
ど
の
よ
う
に
考
え
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い

る
の
か
。

　
　
　
　
　
地
方
自
治
法
第
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２
第
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で
は
、
地

方
公
共
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は
住
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の
福
祉
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こ
と
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基
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港　一紫　議員大黒　一也　議員
だいこく　    かず や

　
　
摂
食
障
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食
事
の
コ

ン
ト
ロ
ー
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を
失
う
病
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で
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症
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性
過
食
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９
割
を

占
め
、
最
近
で
は
男
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の
摂

食
障
害
も
増
え
、
今
で
は
小

学
生
か
ら
中
高
生
の
間
に
広

摂
食
障
害
へ
の
対
処
は

事
故
防
止
と
事
故
現
場
対
応
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総
務
課
長
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ど
を
開
催
で
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れ
ば
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い
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な
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近
い
も
の
で
も
、
小
さ
い
事

故
で
も
、
起
こ
し
た
事
故
は

事
実
で
あ
り
、
精
神
的
な
シ

ョ
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受
け
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学
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で
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が
発
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な
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摂
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携
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催
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。
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３
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。
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で
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。
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。
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問森
地
域
整
備
課
主
幹

井
原
健
康
増
進
課
長

一
般
質
問

一
般
質
問

要
望

谷
川
町
長

問

井
原
健
康
増
進
課
長

磯
崎
保
健
福
祉
課
長

磯
崎
保
健
福
祉
課
長

問

中
谷
教
育
次
長

再
質
問

再
質
問

　
　
少
子
高
齢
化
、
人
口
減

少
時
代
に
お
い
て
高
齢
者
が

健
康
で
暮
ら
せ
る
事
が
「
大

き
な
社
会
貢
献
」
と
の
都
市

モ
デ
ル
が
あ
る
。
行
政
は
、

健
康
づ
く
り
を
融
合
す
る
、

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
必

要
が
あ
る
。
新
都
市
に
既
存

の
景
観
の
良
い
遊
歩
道
が
あ

る
。
住
民
が
健
康
意
識
の
向

上
に
つ
な
が
る
よ
う
な
道
づ

く
り
は
可
能
か
？
遊
歩
道
を

活
か
し
た
健
康
づ
く
り
事
業

の
実
施
は
可
能
か
。

遊
歩
道
を
活
か
す
健
康
志
向
の
都
市
モ
デ
ル

地
域
整
備
課
主
幹

　歩
専
道
改
良
、
公
衆
ト
イ
レ
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

地域の人とふれあう子どもたち

　
　
　
　
　
　
　
　
魅
力
あ

る
新
都
市
を
周
遊
で
き
る
環

境
を
整
え
る
べ
く
歩
専
道
改

良
、
公
衆
ト
イ
レ
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
を
進
め
て
い
る
。

　
　
コ
ロ
ナ
禍
で
児
童
虐
待

の
相
談
件
数
が
増
え
て
い
る

と
聞
く
が
、
町
独
自
の
取
り

組
み
は
。
ま
た
「
１
８
９
」

へ
の
通
報
は
あ
っ
た
の
か
。

児
童
虐
待
に
つ
い
て
小
中
の

連
携
は
取
れ
て
い
る
の
か
。

里
親
制
度
の
利
用
は
。

子
ど
も
の
育
ち
を
地
域
で

保
健
福
祉
課
長

　児
童
相
談
所
な
ど
と
連
携
し
て
い
る

妊
婦
へ
の
支
援
を
充
実
せ
よ

健
康
増
進
課
長

　オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
は
考
え
て
い
な
い

　
　
　
　
　
　
　 

「
１
８
９
」

に
つ
い
て
は
今
後
、
県
と
連

携
を
取
り
た
い
。
里
親
制
度

は
先
進
的
な
自
治
体
を
参
考

に
し
た
い
。

　
　
町
で
は
、
妊
婦
に
対
す

る
産
前
産
後
の
フ
ォ
ロ
ー
は

完
ぺ
き
だ
と
い
う
こ
と
で
安

心
し
て
い
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
今
後
は
オ
ン

ラ
イ
ン
相
談
を
望
む
方
も
増

え
る
と
思
わ
れ
る
が
、
町
で

　
　   

「
１
８
９
」
は
町
で

も
件
数
な
ど
把
握
す
べ
き
で

は
。
里
親
は
ハ
ー
ド
ル
が
高

い
が
、
フ
レ
ン
ド
ホ
ー
ム
や

週
末
家
庭
な
ど
を
呼
び
か
け

て
み
て
は
。

　
　
　
　
妊
婦
タ
ク
シ
ー
券

を
商
品
券
な
ど
と
選
択
で
き

る
よ
う
に
し
て
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
複
雑
な

事
例
も
増
え
て
い
る
た
め
、

児
童
相
談
所
や
坂
出
警
察
署

　
　
　
　
　
　
　
　
子
育
て

世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
妊
婦

へ
の
保
健
指
導
や
育
児
支
援

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の
予
定
は

あ
る
の
か
。

『
四
国
風
景
街
道
う
た
づ
今

昔
ロ
マ
ン
街
道
』
、
『
う
た

づ
　
さ
ん
ぽ
　
み
ち
』
な
ど

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
な
ど
で
の
遊

歩
道
の
掲
載
や
、
現
地
の
表

示
だ
け
で
な
く
、
情
報
提
供

を
図
る
べ
く
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
県
の

『
マ
イ
チ
ャ
レ
ン
ジ
か
が
わ
』

事
業
に
本
町
も
参
加
。
歩
く

こ
と
を
基
本
と
し
た
健
康
づ

く
り
事
業
。
い
ろ
ん
な
特
典

　
　
　
　
　
　
　
も
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
事

　
　
　
　
　
　
　
業
の
参
加

　
　
　
　
　
　
　
の
周
知
啓

　
　
　
　
　
　
　
発
に
力
を

　
　
　
　
　
　
　
入
れ
た
い
。

　
　
　
国
、
地
方
も
少
子
化

対
策
を
長
年
し
て
い
る
が
、

ま
だ
道
筋
が
見
出
せ
な
い
。

国
、
本
町
の
人
口
推
計
で
も

年
少
人
口
が
伸
び
な
い
。
人

口
構
造
は
、
年
少
人
口
、
生

産
年
齢
の
人
口
が
減
少
し
高

な
ど
と
緊
密
に
連
携
し
て
い

る
。
「
１
８
９
」
へ
の
通
報

は
町
で
は
件
数
な
ど
把
握
し

て
い
な
い
。
本
町
で
は
里
親

制
度
を
活
用
し
た
例
は
あ
る

が
、
里
親
は
い
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
幼
保
小
中

の
実
務
者
に
よ
る
不
登
校
部

会
や
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
で
、

情
報
交
換
な
ど
の
連
携
を
図

っ
て
い
る
。
中
学
校
に
配
置

し
て
い
る
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ

ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
は
小
学
校
に

も
出
向
き
、
学
校
間
を
ま
た

が
る
対
策
に
お
い
て
は
大
変

有
用
だ
。

西本　祐子　議員
にしもと　　ゆう こ いのうえ　　 こう  じ

井上　弘治　議員

齢
者
人
口
が
増
加
す
る
。
こ

の
先
の
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
の
大
き
な
源
は
、
健
康
的

な
高
齢
者
の
増
加
で
あ
る
。

政
策
の
方
向
性
を
し
っ
か
り

と
要
望
す
る
。

　
　
　
　
　
現
在
は
福
祉
タ

ク
シ
ー
助
成
事
業
と
し
て
行

っ
て
い
る
。
新
し
い
制
度
設

計
が
必
要
な
の
で
、
ご
提
案

願
い
た
い
。

電
話
相
談
を
行
っ
て
い
る
が
、

オ
ン
ラ
イ
ン
の
予
定
は
な
い
。
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長

一
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問

一
般
質
問

要
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谷
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町
長

問

井
原
健
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増
進
課
長

磯
崎
保
健
福
祉
課
長

磯
崎
保
健
福
祉
課
長

問

中
谷
教
育
次
長

再
質
問

再
質
問

　
　
少
子
高
齢
化
、
人
口
減

少
時
代
に
お
い
て
高
齢
者
が

健
康
で
暮
ら
せ
る
事
が
「
大

き
な
社
会
貢
献
」
と
の
都
市

モ
デ
ル
が
あ
る
。
行
政
は
、

健
康
づ
く
り
を
融
合
す
る
、

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
必

要
が
あ
る
。
新
都
市
に
既
存

の
景
観
の
良
い
遊
歩
道
が
あ

る
。
住
民
が
健
康
意
識
の
向

上
に
つ
な
が
る
よ
う
な
道
づ

く
り
は
可
能
か
？
遊
歩
道
を

活
か
し
た
健
康
づ
く
り
事
業

の
実
施
は
可
能
か
。

遊
歩
道
を
活
か
す
健
康
志
向
の
都
市
モ
デ
ル

地
域
整
備
課
主
幹

　歩
専
道
改
良
、
公
衆
ト
イ
レ
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

地域の人とふれあう子どもたち

　
　
　
　
　
　
　
　
魅
力
あ

る
新
都
市
を
周
遊
で
き
る
環

境
を
整
え
る
べ
く
歩
専
道
改

良
、
公
衆
ト
イ
レ
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
を
進
め
て
い
る
。

　
　
コ
ロ
ナ
禍
で
児
童
虐
待

の
相
談
件
数
が
増
え
て
い
る

と
聞
く
が
、
町
独
自
の
取
り

組
み
は
。
ま
た
「
１
８
９
」

へ
の
通
報
は
あ
っ
た
の
か
。

児
童
虐
待
に
つ
い
て
小
中
の

連
携
は
取
れ
て
い
る
の
か
。

里
親
制
度
の
利
用
は
。

子
ど
も
の
育
ち
を
地
域
で

保
健
福
祉
課
長

　児
童
相
談
所
な
ど
と
連
携
し
て
い
る

妊
婦
へ
の
支
援
を
充
実
せ
よ

健
康
増
進
課
長

　オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
は
考
え
て
い
な
い

　
　
　
　
　
　
　 

「
１
８
９
」

に
つ
い
て
は
今
後
、
県
と
連

携
を
取
り
た
い
。
里
親
制
度

は
先
進
的
な
自
治
体
を
参
考

に
し
た
い
。

　
　
町
で
は
、
妊
婦
に
対
す

る
産
前
産
後
の
フ
ォ
ロ
ー
は

完
ぺ
き
だ
と
い
う
こ
と
で
安

心
し
て
い
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
今
後
は
オ
ン

ラ
イ
ン
相
談
を
望
む
方
も
増

え
る
と
思
わ
れ
る
が
、
町
で

　
　   

「
１
８
９
」
は
町
で

も
件
数
な
ど
把
握
す
べ
き
で

は
。
里
親
は
ハ
ー
ド
ル
が
高

い
が
、
フ
レ
ン
ド
ホ
ー
ム
や

週
末
家
庭
な
ど
を
呼
び
か
け

て
み
て
は
。

　
　
　
　
妊
婦
タ
ク
シ
ー
券

を
商
品
券
な
ど
と
選
択
で
き

る
よ
う
に
し
て
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
複
雑
な

事
例
も
増
え
て
い
る
た
め
、

児
童
相
談
所
や
坂
出
警
察
署

　
　
　
　
　
　
　
　
子
育
て

世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
妊
婦

へ
の
保
健
指
導
や
育
児
支
援

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の
予
定
は

あ
る
の
か
。

『
四
国
風
景
街
道
う
た
づ
今

昔
ロ
マ
ン
街
道
』
、
『
う
た

づ
　
さ
ん
ぽ
　
み
ち
』
な
ど

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
な
ど
で
の
遊

歩
道
の
掲
載
や
、
現
地
の
表

示
だ
け
で
な
く
、
情
報
提
供

を
図
る
べ
く
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
県
の

『
マ
イ
チ
ャ
レ
ン
ジ
か
が
わ
』

事
業
に
本
町
も
参
加
。
歩
く

こ
と
を
基
本
と
し
た
健
康
づ

く
り
事
業
。
い
ろ
ん
な
特
典

　
　
　
　
　
　
　
も
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
事

　
　
　
　
　
　
　
業
の
参
加

　
　
　
　
　
　
　
の
周
知
啓

　
　
　
　
　
　
　
発
に
力
を

　
　
　
　
　
　
　
入
れ
た
い
。

　
　
　
国
、
地
方
も
少
子
化

対
策
を
長
年
し
て
い
る
が
、

ま
だ
道
筋
が
見
出
せ
な
い
。

国
、
本
町
の
人
口
推
計
で
も

年
少
人
口
が
伸
び
な
い
。
人

口
構
造
は
、
年
少
人
口
、
生

産
年
齢
の
人
口
が
減
少
し
高

な
ど
と
緊
密
に
連
携
し
て
い

る
。
「
１
８
９
」
へ
の
通
報

は
町
で
は
件
数
な
ど
把
握
し

て
い
な
い
。
本
町
で
は
里
親

制
度
を
活
用
し
た
例
は
あ
る

が
、
里
親
は
い
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
幼
保
小
中

の
実
務
者
に
よ
る
不
登
校
部

会
や
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
で
、

情
報
交
換
な
ど
の
連
携
を
図

っ
て
い
る
。
中
学
校
に
配
置

し
て
い
る
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ

ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
は
小
学
校
に

も
出
向
き
、
学
校
間
を
ま
た

が
る
対
策
に
お
い
て
は
大
変

有
用
だ
。

西本　祐子　議員
にしもと　　ゆう こ いのうえ　　 こう  じ

井上　弘治　議員

齢
者
人
口
が
増
加
す
る
。
こ

の
先
の
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
の
大
き
な
源
は
、
健
康
的

な
高
齢
者
の
増
加
で
あ
る
。

政
策
の
方
向
性
を
し
っ
か
り

と
要
望
す
る
。

　
　
　
　
　
現
在
は
福
祉
タ

ク
シ
ー
助
成
事
業
と
し
て
行

っ
て
い
る
。
新
し
い
制
度
設

計
が
必
要
な
の
で
、
ご
提
案

願
い
た
い
。

電
話
相
談
を
行
っ
て
い
る
が
、

オ
ン
ラ
イ
ン
の
予
定
は
な
い
。
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2.１
第79号
香川県宇多津町うたづ議会だより

町政を問う「福祉タクシー券の変更は」ほか
委員会審議「コロナで苦しむ企業を応援」

3

4

１位おめでとう！１位おめでとう！

　
令
和
３
年
が
始
ま
り
ま
し
た
。
旧
年

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
国
難

の
年
で
あ
り
ま
し
た
が
、
国
民
と
し
て

思
い
や
る
心
が
よ
り
一
層
見
え
る
年
で

も
あ
り
ま
し
た
。

　
我
々
、
宇
多
津
町
議
会
議
員
と
し
て

少
し
で
も
町
民
に
寄
り
添
え
る
施
策
の

提
案
や
実
現
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か

と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
医
療
従
事
者
の
み
な
さ
ま

に
は
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
令
和
３
年
は
町
民
み
な
さ
ま
と
こ
の

国
難
を
耐
え
凌
ぎ
明
る
い
日
常
生
活
を

切
り
開
い
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
一
人
は
み
ん
な
の
た
め
に
、
み
ん
な

は
一
つ
の
目
的
の
た
め
に
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
港
　
一
紫
）

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委 

員 

長
　
大
黒
　
一
也

副
委
員
長
　
港
　
　
一
紫

委
　  

員
　
神
出
　
佳
宏

委
　  

員
　
水
本
冨
美
子

委
　  

員
　
西
本
　
祐
子

発
行
責
任
者

議
　  

長
　
宮
本
　
　
隆

表紙の説明表紙の説明
　１月９日(土)、寒風が吹く中、76名の小学生が参加
し、「第69回宇多津子どもロードレース大会」が開催
されました。
　１～４年生は、１キロメートル。５・６年生は、1.5
キロメートルを走りました。今年は、コロナウイルス
感染症予防のため、町内の宇多津小学校・北小学校児
童のみの参加となりましたが、この日まで一生懸命練
習してきた子供達は、たくさんの声援を受けながら、
元気よく最後まで精いっぱい走り抜きました。

　　　　　男子　　　　　　　　　　　　       女子

１年　 古林　　樹　(宇多津北小)　　　     藤田　さくら（宇多津北小）

２年　 木田　ノア　(宇多津北小)　　　  　多田　花鈴　（宇多津北小）

３年　 大北　章人　(宇多津北小)　　　　  坂村　穂舞   （宇多津小）

４年　 杉浦　蒼太　(宇多津北小)           　徳武　ひな　（宇多津北小）
 
５年　 綾田　吏玖　(宇多津北小)　　　　  谷岡　桃朱　（宇多津北小）

６年　 常井　康生　(宇多津小)              　今田　心々奈（宇多津小）

こばやし          いつき ふじ た

き　た た   だ　      か  りん

おおきた　   あき と さかむら　    す   い

すぎうら　  そう  た　 とくたけ

あや だ　      り   く　

つね い　     こうせい いま だ　      こ   こ   な

たにおか      もも あ


